
61ビジネスコミュニケーション　2021  Vol.58  No.10

特集 7つの重点事業の強化を基軸にしたNTTアドバンステクノロジのビジネス拡大戦略 

　

DX（デジタルトランスフォーメーショ
ン）実現の鍵となるレガシーシステム
のマイグレーションやモダナイゼーショ
ンが注目を集めている。ネットワーク
サービスも例外ではない。レガシーか
らNGN、IOWNへとイノベーションが
加速している一方で、継続提供され
ているレガシー装置の維持管理業務
は大きな課題だ。レガシー装置の知
識や運用／保守ノウハウは特定のメン
バーに集中しがちで、作業の属人化を
もたらし、作業効率面の課題も多い。
例えば、装置故障が発生した際の
故障カ所の解析・原因究明（ソフト
ウェアのバグ解析、部材の経年劣化
の状況など）についは、装置の仕様
を設計した NTT研究所や製造を担
当したメーカーが行っている。この
ため、人材確保やベテラン技術者の
ノウハウ継承は大きな課題だ。
このような状況を踏まえNTT-ATで
は 2020年 4月、ネットワーク基盤技

術を承継し、ネットワーク開発・維持
管理、保守・運用などの事業継続を
推進する体制として、「ネットワーク基
盤技術センタ」を新設。本年 4月の
事業運営体制の拡充を経て 7月には
事業部として再スタートした。
ネットワーク基盤技術事業部の伊
藤陽彦事業部長は、「レガシー設備
の維持管理専門部隊として、最適で
誰よりも信頼され、長く安心して業
務を任される部隊を目指している。
NTT-ATには、NTT研究所時代に
レガシー装置を設計・開発したエン
ジニアも多く在籍していますし、4
月の体制拡充にあたっては、メー
カーで NTT装置の開発に長年従事
してきたベテラン技術者も複数名採
用しました」と述べている。
現在、リンク基盤の維持管理業務を
行う「リンク基盤ビジネスユニット」と、
ルータ類の維持管理を行う「ノード基
盤ビジネスユニット」の 2BU体制で、
NTT研究所とNTT事業会社の維持
管理業務を一元的に実施している。
昨年度はNTT東日本・西日本が提

供しているレガシー専用線装置
（DSM）の維持管理を一元実施し、
費用削減効果を実現したという。今
年度はDSMに加え、広域イーサネッ
トサービス「ビジネスイーサワイド

（BEW）」の維持管理を一元実施する
ことを調整中であるほか、その他の装
置についても事業拡大に向けて営業
活動を展開している。

ユーザー数が減少したレガシーサー
ビスの維持管理業務について、属人
化の防止とコスト削減を実現するため
には、業務の集約と費用対効果を踏
まえたプロセス変革が不可欠だ。
伊藤事業部長は、「維持管理業務
の効率化に向け、AIを活用した故
障解析や、ドキュメント整備のため
の整理／検索技術、作業の自動化／
遠隔化などの社内商材を活用して、
“装置は古いが運用方法は最新”を
コンセプトに維持管理業務の DXを
推進し、事業を拡大したい」と今後
の抱負を述べている。

NTT 研究所とNTT事業会社の維持管理業務を一元的に実施するNTTアドバンステクノロジ（以下、NTT-AT）のネットワーク
基盤技術事業部。老朽化したレガシー設備の維持管理業務をアウトソースすることで、コスト削減と人材の動的シフトが可能になる。

8 NTT研究所＆事業会社向け維持管理業務

レガシー装置の維持管理業務の一元実施で
NTT研究所・事業会社への貢献を目指す

NTT研究所・事業会社向け
維持管理業務を積極展開
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図 1　維持管理業務の概要

対象装置は古いが、最新技術に
よる最新の運用方法を目指す


